
 

 

 

 

 

2021年 11月 19日 

北里大学獣医学部 

 

報道関係者各位 

 

COVID-19ワクチン接種後の若者の副反応調査 

－学生目線のアンケート調査－ 

 

・北里大学獣医学部（青森県十和田市）における職域接種で実施したCOVID-19ワクチン

モデルナ筋注接種後の副反応調査を実施。合計 231名の学生が副反応調査に回答しまし

た。 

・2回目接種時に231名のうち、99名に自主回収の対象ロットを接種、132名に交換さ

れた新しいロットを接種しました。 

・2回目接種後は全体で97.4%と非常に高い確立で何らかの全身副反応がみられましたが、

自主回収の対象ロットか否かは接種後の副反応に影響しませんでした。 

・2回目接種後の全身副反応は、接種日を０日目として、１日目がピークとなり、約4割の

学生が2日目、約７割の学生が 3日目には登校可能であると回答しました。 

 

 

調査の目的 

COVID-19 ワクチンの接種が進み、感染者は減少傾向ですが、第６波の懸念、3 回目のワクチ

ン接種など、課題は残されています。若者におけるワクチン接種は感染制御の観点からは重要で

すが、全身副反応のリスクが高く、接種を控える若者もいます。そこで北里大学獣医学部は、副反

応に対する正しい理解を深めることを目的に、20 代前半中心の本学部におけるワクチンの副反

応調査を行いました。 

 ２回目接種時に自主回収の対象ロットの接種を受けた学生もおり、自主回収の対象ロットの接

種により副反応が強く生じることはないかについての貴重な調査にもなりました。 

 また、学生の発案により、ワクチン接種後何日目から通学可能かという学生目線の調査項目を

追加し、アンケート調査を行いました。本調査は今後ワクチン接種を検討する学生の参考になり、

また、大学にとっては授業の休校措置等の判断材料になると考えられます。 

 

調査結果 

 

別紙「COVID-19 ワクチンモデルナ筋注接種後の健康状況調査」参照 

 

 

問い合わせ先 

≪調査に関すること≫                   ≪報道に関すること≫ 

北里大学獣医学部 小動物第２内科学研究室     学校法人北里研究所 総務部広報課 

講師 田島 一樹                       〒108-8641 東京都港区白金5-9-1 

E-mail：tajima@vmas.kitasato-u.ac.jp    TEL：03-5791-6422 

                                  E-mail：kohoh@kitasato-u.ac.jp 

プレスリリース 



2021年9月9日～9月30日回答分
北里大学 獣医学部

【調査実施者】
北里大学獣医学部
予防衛生系ユニット
獣医公衆衛生学研究室
学部長 上野 俊治

北里大学獣医学部
小動物第１内科学研究室
インフェクションコントロールドクター
講師 木村 祐哉

北里大学獣医学部
小動物第２内科学研究室
講師 田島 一樹
大学院生 大高 裕也
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COVID-19 ワクチンモデルナ筋注
接種後の健康状況調査

別紙



調査概要

目的： COVID-19ワクチン接種後の若者に起こる

副反応について適切な理解を深めること

調査計画

1) 対象者 北里大学獣医学部にてCOVID-19ワクチン

モデルナ筋注を接種した学生

2）調査方法 アンケートによる記述回答

3）標本サイズ 231/1099人 (21%)

リマインド方法：接種2回目1週間後にメール1回
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回答者の特性 (回答数231人)
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32%

68%

男性 女性

性別

9.1%

77.9%

9.5%

1.7% 1.7%

20歳未満 20-24歳

25－29歳 30歳以上

無回答

基礎疾患

57%

43%

非回収ロット 回収ロット

77.9%

20.7%

1.3%

なし あり 無回答

年齢

ペット飼育 接種したワクチン

＊異物混入疑いにより回収

※統計処理上100%とならないグラフあり

94.3%

4.3%1.3%

なし あり 無回答



副反応に関する接種前の情報源
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＊:P<0.05, Fisher's exact test

（％）

9割以上の学生が副反応に関して何らかの情報を得ていた
女性では男性と比較し、SNSから情報を得る人が多い

＊



ワクチン接種後の副反応出現率
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表

1回目 (%) 2回目 (%) 1回目 (%)*1 2回目 (%)*1

局所反応 88.3 97.0

痛み 82.2 95.6 91.4 90.0

腫れ 52.8 67.5 40.1 55.3

発赤 30.7 53.6 19.7 40.6

全身反応 55.8 97.4

37.5度以上の発熱 20.8 87.0 23.2 88.0

倦怠感 37.7 90.0 48.4 84.2

頭痛 25.1 83.1 29.6 74.7

筋肉痛 19.0 49.7 59.3 64.4

寒気 10.8 73.5 12.6 63.0

関節痛 14.3 55.8 15.9 50.02

吐き気 3.5 25.9
5.0 12.7

嘔吐 1.3 3.8

腹痛 2.2 10.8

下痢 1.73 9.9 4.4 8.4

副反応への対応

内服薬の使用 16.0 70.1 20.2 72.9

*1 岡山大学の報告と比較(参考)

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/release/release_id875.html

2回目接種時には97.4%と高い割合で全身の副反応が出現



接種回数毎の副反応出現率:性差
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2回目接種時、女性では男性と比較し、局所の腫れや発赤がわずかに多い傾向



接種回数別 副反応出現率:ペット飼育
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接種1回目

接種2回目

ペット飼育の有無は、副反応出現頻度に影響しない



2回目接種後副反応出現率:回収ロット/非回収ロット
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異物混入が疑われたワクチンにおいて、副反応出現頻度が高まる傾向はない
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接種2回目の副反応の継続日数と登校可能日

全身副反応の継続日数は2日間(接種翌日まで)が最多となり、
7割の学生が接種3日目には登校可能であると回答

接種2回目の副反応の継続日数 接種後登校可能となる日（％）

6.1%

6.5%

27.7%

31.6%

17.7%

3.9%

0.4%

0.4%
0.9%

4.8%

0日目 1日目 2日目 3日目 4日目

5日目 6日目 7日目 8日以上 未回答

71.9%
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3回目のワクチン接種希望

8.3%

70.5%

10.1%

9.1%

0.8%

異物によるワクチン回収があったが、
3回目のワクチン接種を希望する人は7割以上

7.1%

70.1%

8.1%

11.1%

2.0%

絶対接種したい 必要なら接種したい どちらでもいい

できるなら接種したくない 絶対接種したくない

回収ロット接種者 非回収ロット接種者



補足：アンケート
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＊ワクチン回収の都合により、
提出日は9月30日まで延長
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補足：アンケート



COVID-19ワクチンモデルナ筋注接種後健康状況調査報告
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本アンケート調査の実施にあたり、本学部の多く
の学生にご協力いただいたことに感謝いたします

回収率 231人 (回収率:21％)が回答

情報源 女性では男性と比較し、SNSから情報を得る人が多い

副反応 接種2回目は接種1回目と比較し、局所・全身反応の出現頻度が高い

回収
ワクチン

異物混入が疑われたワクチンにおいて、副反応出現頻度が高まる
傾向はない

登校可能日数 副反応の減少に伴い、接種3日目にて7割の学生が登校可能と回答

3回目の
ワクチン接種

異物疑いによるワクチン回収があったが、3回目のワクチン接種を
希望する人は7割以上
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